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機関リポジトリ統計：公開機関の推移
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https://www.nii.ac.jp/irp/archive/statistic/



機関リポジトリ統計：資源タイプ別コンテンツ
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日本の機関リポジトリの歴史①
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CSI委託事業 2005-2012

DRF（デジタルリポジトリ連合） 2006-2017

･1990年代～2000年代
オープンアクセス運動
背景：学術雑誌の高騰
･2000年頃～

OA実現手段としての機関
リポジトリシステム開発

2004 学術機関リポジ
トリ構築ソフトウェア
実装実験プロジェクト
（国立6大学）

コミュニティの力



日本の機関リポジトリの歴史②
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機関リポジトリ
推進委員会
2012-2017

2013 改正学位規則施行
博士論文はインターネット（原
則、機関リポジトリ）で公開が義
務化

2016.2 学術情報のオープン
化の推進について（審議まと
め）：機関リポジトリの活用

2011.8 第4期科学技
術基本計画：機関リポ
ジトリ構築を推進

2012.7 学術情報の国際発
信・流通力強化に向けた基盤
整備の充実について：機関リ
ポジトリの整備・充実は重要

DRF（デジタルリポジトリ連合） 2006-2017

共用リポジトリサービス JAIRO Cloud 2012-

JPCOAR
2016-

コミュニティ
の拡大機関リポジト

リへの期待大



日本の機関リポジトリの歴史③
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2016.2 学術情報のオープン
化の推進について（審議まと
め）：機関リポジトリの活用

2015.3 内閣府「国際
的動向を踏まえたオー
プンサイエンスに関す
る委員会」報告書

2016.1 第5期科学技
術基本計画：オープン
サイエンスの推進

2021.3 第6期科学・
技術イノベーション
基本計画：DPの策
定、DMP及びメタ
データ付与の仕組み

JPCOAR
2016-

共用リポジトリサービス JAIRO Cloud 2012-

オープン
サイエンス
への対応



発展の振り返り
• 20年弱の歴史：量的な拡大、多様性は達成

→方向性が定まらない弱みにもなっている

• オープンアクセスにおける、機関リポジトリの新たな役割？

• オープンサイエンス（研究データの管理・利活用）において、
本格的な実践が必要
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ありがとうございました（egawa@nii.ac.jp)
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